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幼稚園における個別の教育支援計画の研究（1）
―自閉症スペクトラム障害・ADHD の行動特徴が顕著な子どもの事例をとおして―
嶋野　重行＊・柏田　祐子＊＊・廣瀬　洋子＊＊・三上まどか＊＊・
髙島慎太郎＊＊・佐々木美穂＊＊・佐々木喬章＊＊
　この研究の目的は、幼稚園で個別の教育支援計画を作成し、教育活動に取組むことで自閉症スペ
クトラム・ADHD の行動特徴を示す子どもの支援の有効性を検討することにある。
　そのために、幼稚園として自閉的・多動的な行動特徴のある A 児の指導・支援について事例と
してとりあげ、1 年間にわたる取組みをした。これによって、特別な配慮を要する子どもに対する
個別の支援教育計画の作成について、教師間で共通理解を図ることができた。そして、A 児の支
援方法と成長した部分を明らかにすることができた。
　幼稚園として個別の教育支援計画の作成について取り組むことで、教師間で個別の支援教育計画
の全体的な要素である、「計画（Plan）」－「実践（Do）」－「評価（Check）」－「次への取組
（Action）」支援サイクルを検討することができた。さらに、本事例をとおして、指導・支援の記録
のあり方、今後の課題など個別の教育支援計画の有用性を教員間で共通理解した。
Key words：幼稚園、気になる子ども、個別の教育支援計画、PDCA 支援サイクル
はじめに
　2006（平成 18）年の『教育基本法』の改正
により、第四条（教育の機会均等）2 項に「国
及び地方公共団体は、障害のある者が、その障
害の状態に応じ、十分な教育を受けられるよう、
教育上必要な支援を講じなければならない」と
規定された。さらに、文部科学省から「特別支
援教育の推進について（通知）」（文科初第 125
号、平成 19 年 4 月 1 日）が出され、校長の責
務（役割）について、次のように示された。
　「2　校長の責務　校長（園長を含む。以下同
じ。）は、特別支援教育実施の責任者として、
自らが特別支援教育や障害に関する認識を深め
るとともに、リーダーシップを発揮しつつ、次
に述べる体制の整備等を行い、組織として十分
に機能するよう教職員を指導することが重要で
ある」。
　そして、「次に述べる体制の整備等」とは、
項目のみを挙げると、次のようである。
（1）特別支援教育に関する校内委員会の設置
（2）実態把握
（3）特別支援教育コーディネーターの指名
（4）関係機関との連携を図った「個別の教育支
援計画」の策定と活用
（5）「個別の教育支援計画」の作成
（6）教員の専門性の向上
　これは私立学校にとっても、同じような体制
の整備努力が求められるものと思われる。
　さらに、幼稚園の『幼稚園教育要領解説』（平
成 20 年 10 月）には、3 章の特に留意する事項
にあって、「2　障害のある幼児の指導」として、
「障害のある幼児の指導に当たっては、集団の
中で生活することを通して全体的な発達を促し
ていくことに配慮し、（中略）例えば指導につ
いての計画を個別に作成することなどにより、
個々の幼児の障害の状態などに応じた指導内容
や指導方法の工夫を計画的、組織的に行うこと」
と解説されている。* 盛岡大学短期大学部・盛岡大学附属厨川幼稚園
**	盛岡大学附属厨川幼稚園
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　わが国では、2013（平成 25）年に『障害者
差別解消法』が成立し、2014（平成 26）年に「障
害者の権利に関する条約」に批准した。共生社
会の実現に向けて、障害のある子どもと障害が
ない子どもが共に学び合うインクルーシブ教育
の体制整備が行われている。
　吉松（2014）によれば、インクルージョンの
原型である include という単語は、単に「含む」
「構成する」という意味で、「どんな特性も集団・
組織の構成要素とすることがインクルージョ
ン」であると述べている。つまり、学校には障
害のある子どもがいて当然で、その子どもたち
に対応できる組織・集団になることが、学校と
しての当然の在り方ということになる。
　嶋野（2014）の調査によると、幼稚園には全
体の約 12％ が、障害が有る無しにかかわらず
「気になる子ども」が在籍していると学級担任
からとらえられている。現場の定数の割合で考
えると、1 学級 25 名定員であれば約 3 名とい
う数字になる。
　さて、本幼稚園には 3 歳未満児も含めて約
70 名の幼児が在籍し、県立療育センターに通
園するなど障害が疑われる幼児は 5 名、病院に
通院する幼児は 1 名で、全体の 8.6％ である。
その他、教師からみた気になる子どもは数名お
り、全体とすれば約 1 割強の子どもが（特別な）
配慮を必要としていると考えられる。そのよう
な状況に対して、教職員 8 名（園長含む）が個
別の教育支援の在り方を模索しながら指導に当
たっている。
　特に園内体制の整備にかかわって、「個別の
教育支援計画」の作成が、子どもの教育を進め
ていく上で、喫緊の課題と考えられ、2 年にわ
たって幼稚園として取り組むことにした。
　本研究での事例として取り上げた A くんは
自閉的で多動的な傾向をもつ幼児である。県立
療育センターで知的発達に遅れが見られるとい
うことから、幼稚園として個別の教育支援計画
を作成して、A くんに対する教育的ニーズを
把握し、親と教師の願いを目標に設定し、実践、
評価、次年度へ指導へとつなげていきたいと考
えた。そして、それが今後の幼稚園の体制整備
へとつながるものと考えた。
　そこで、本研究の目的は幼稚園で個別の教育
支援計画を作成し、それが「気になる子ども」
の支援に有効であることを検討することにある。
方　法
（1）A くんの発達を促すための指導事例
　幼稚園として多動で自閉的な行動特徴のある
A くんの指導・支援について事例としてとり
あげ、約 1 年間にわたる取組みをする。
（2）事例研究会
　年に 5 回の事例研究会（7 月、10 月、11 月、
1 月、2 月）を設定し、そこで個別の教育支援
計画の作成を検討しながら、教師間で共通理解
を図り、A くんの支援方法と成長・発達した
部分を明らかにする。
　主に担任と副担による観察によって A くん
の様子について話し合い、かかわり方、教材・
教具等の指導・支援方法とそれによって成長・
発達してきたと「気づいた」ところを出し合い、
教師間相互に共通理解を図りながら、支援する
上で重要（ポイント）と考えられるところを記
録としてまとめていく。
（3）材料
①　岩手県教育委員会（2009）が示す「個別の
教育支援計画」シート：指導目標、支援方法
について整理し、指導方針を検討するものと
する（APPENDIX1）。
②　嶋野（2014）による「気になる子どもチェッ
クリスト」：A くんの成長・発達の行動特徴
の変化を把握する（APPENDIX2）。
内　容
（1）事例対象児
　A くん（4 歳児組：2015 年 2 月現在）
（2）事例期日
　2014 年 4 月～2015 年 2 月
（3）幼児について
　3 歳児検診の際に「自閉症」と診断された。
その後は、県立療育センターに通っている。
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①　家庭環境
　父親、母親、弟の 4 人。本児の送り迎えは母
親が自家用車で行っている。
②　発達検査等
◇新版 K 式発達検査 2001
実施日：2014 年 2 月 6 日
実施機関：県立療育センター
生活年齢（CA）＝ 4 歳 2 ヵ月（1518 日）
全領域発達年齢（DA）＝ 1 歳 11 ヵ月（700 日）
全領域発達指数（DQ）＝ 46
〈各領域の発達指数〉
領域 発達年齢 発達指数（DQ）
姿勢・運動 ― ―
認知・適応 1歳 9ヵ月（625 日） 41
言語・社会 1歳 11 ヵ月（713 日） 47
③　家庭での様子
　好きな遊びは、屋内ではブロック、ミニカー、
飛行機、追いかけっこ、テレビ、お絵かき。屋
外では、自転車、キックボードなどの乗り物。
　好きな食べ物は、ラーメン、いちご、からあ
げ、チョコレート等。嫌いな食べ物は、野菜、
ケチャップ等。
④　両親が気になっているところ（入園時）
　言葉が出始めている段階で、会話はまだでき
ない。集団行動が苦手で、友達とのかかわり方
も上手ではない。
⑤　入園後の A くんについて
（ア）　入園当初の様子
　2013 年 11 月の途中入園である。入園当初、
本児は周りの事を気にせず、自分の好きなよう
に動く姿があり、目の前に気になる物があると
投げたり、散らかしたりしていた。集団への所
属意識が無かったため、本児が好きなように過
ごす空間と時間を保障し、幼稚園が楽しい場所
となっていくようにと願いかかわっていった。
まもなく、A くんは「預かり保育」の部屋で、
ミニカーやブロックを見つけ、その部屋で遊ぶ
姿がみられるようになり、そこが好みの居場所
となり遊んでいた。
（イ）　支援の方針
　当初、幼稚園として重視したことは、落ち着
きなく、多動で教室から抜け出してホールで走
り回っていることが多かったため、なるべく学
級の友だちと学級の空間で過ごせるように配慮
した。そのために、学級の空間の一部をダン 
ボール等で囲って周囲からの刺激を減らし、そ
の中で本児の好きなミニカーなどで過ごす時間
を徐々に多くしていった。
　言葉の理解力や数語の発声で、全体的に言語
能力に乏しかったため、教師がスキンシップを
図りながら、合わせて言葉によるかかわりを重
視し、行動を起こしたその時や危ない時など言
葉によって注意してかかわっていった。また、
嫌なことは無理強いをせず、本児が楽しいと思
うことから必要な言葉を獲得できるように、状
況に対して単語程度の言葉を添えて、繰り返し
教師の方から伝えていった。
　以上の 2 点を A くんに対する支援の方針と
して教師が共通理解のもとでかかわるようにし
た。
（ウ）　入園後の実態把握
（a）　行動特徴の実態把握（第 1 回目）
期日：2014 年 5 月 20 日に実施。
材料：「気になる子どもチェックリスト」（嶋
野；2013）を採用した。
方法：日常の幼稚園での A くんの行動につい
て観察し、5 件法により評定した。日常
的にかかわる正担任、副担任と全体的に
園児とかかわっている副園長の 3 名が実
施した。
（b）　結果
　正担任、副担任、副園長の「気になる子ども
チェックリスト」の結果はそれぞれ、Table1、
Table2、Table3 のとおりである。
Table 1　正担任の行動特徴の評定
行動特徴 合計点／総点 顕著率
トラブル（反社会的）
非社会的
自閉的
多動的
33／60
30／55
37／55
37／40
55％
56％
67％
93％
Table 2　副担任の行動特徴の評定
行動特徴 合計点／総点 顕著率
トラブル（反社会的）
非社会的
自閉的
多動的
27／60
37／55
38／55
32／40
45％
67％
69％
80％
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Table 3　副園長の行動特徴の評定
行動特徴 合計点／総点 顕著率
トラブル（反社会的）
非社会的
自閉的
多動的
34／60
41／55
35／55
28／40
57％
75％
64％
70％
　以上の結果から、正担任の評定は、4 領域全
てにおいて 50％ 以上の顕著率がみられ、特に
多動的行動に対して、93％ という高い顕著率
を示していた。副担任は、3 領域において 50％
以上の顕著率がみられ、特に多動的行動に対し
て、80％ という高い顕著率を示していた。
　副園長は、4 領域全てにおいて 50％ 以上の
顕著率がみられ、特に非社会的行動に対して、
75％ という高い顕著率を示していた。
　正担任、副担任は A くんの多動的行動に対
して、大変気になる行動として見ていた。一方、
副園長は非社会的行動である、人とのかかわり、
コミュニケーションの面で気になる見方をして
いたことがうかがわれた。
（4）個別の教育支援計画について
①　作成に至る経緯
　本年度以前においても幼稚園の教育課程に基
づいた保育を行う中で、教師がクラス運営の際
に指導へ困り感をもつ幼児はいた。また、保育
の中で困り感を抱えていた幼児も見られてい
た。自由遊びの場面では、その子の興味関心の
赴くままに好きな遊びにかかわり、その子なり
の楽しさを味わいながら過ごしていたが、一斉
活動の場面等では集団活動に参加することが困
難であった。そういった幼児に対しては各担任
が個々に援助し、その子に必要な対応を行って
いた。
　個別の教育支援計画の作成については、定期
的に行ってきた園内研修などで、教師の間で特
に配慮を要すると思われる子について、その必
要性が話題となっていた。それまでは、専門機
関との連携のある子については、その都度、状
況の周知や共通理解を図ることができるよう、
事例検討会をもってきた。専門機関からの具体
的な指導の方法などが示された場合には、職員
間で口頭での周知を図ってきていた。
　個々に特別な支援が必要ととらえた幼児に対
して、担任が保育の中で模索しながらもかかわ
り方を探ってきたが、的確な支援方法に関して
は、教師の専門的知識が不足し、その時のかか
わり方が正しいものだったのかという確信は持
てないままに経過してきた。
　今回、A くんの育ちを継続的に観察し、個
別の教育支援計画を作成することをとおして、
より良い支援の在り方を探りたいと考えた。
②　様式と記述例
　岩手県教育委員会（2009）で例示している個
別の教育支援計画を様式の参考とした。
実践経過と考察
（5）第 1 回～第 4 回事例検討会
①　期日
第 1 回：2014 年 7 月 24 日
第 2 回：2014 年 10 月 27 日
第 3 回：2014 年 11 月 17 日
第 4 回：2015 年 1 月 7 日
②　参加者：本幼稚園教員 7 名。
③　内容：個別の教育支援計画の様式等につい
て、事例検討会において出されたことは、「支
援計画シート」（APPENNDIX1 を参照）の記
入において、「支援目標の設定」、「支援方法の
設定」、「支援の評価」と分割して記入するよう
にあるが、それらが、一つの表になり、時系列
で記入できるようになれば、A くんの支援の
期間や目標が達成された時期、次の目標の設定、
評価などが成長の記録として一目瞭然のように
とらえることができるようになるのではないか
ということであった。
　A くんの様子と支援の経過については、Ta-
ble4 のとおりに様式を設定し、A くんの成長
や変化を記録してきた。
　第 1 回事例検討会～第 4 回事例検討会の事例
検討会をとおして、A くんの成長してきたこ
とについて協議をもち、成長の記録としてまと
めることができた。成長は、日々の活動の中で
徐々に起こっているものと考えられ、日常の活
動の中で、気づいたことを気づいた教師がメモ
を取り、それを担任に伝えていく努力が必要で
あった。また、いろいろな A くんにかかわる
エピソードが見られたが、それが発達・成長と
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してどのような意味を持つのかについて教員間
での話し合いや情報交換をもつことが大切であ
ると思われた。
Table 4　A くんの事例検討会
第 1 回事例検討会（2014.7.24）
園生活
全体の様子
・朝、帰りの身支度はその日によって教師が介助している。自分で着替え、コップを出す時も
あるが、ほとんど副担がすべて支援している。
・排泄面では、オシッコは自立している。ウンチは園内でしない。
・やりたいことを抑えられると泣く。一つの場に居られない。
遊びの様子
・ミニカー、探検ごっこ、自衛隊ごっこ、戦車に乗るなど教師と 1対 1で遊びを楽しむ。
・他児が遊んでいるテーブルに並んでいるものは、落としたい気持ちになり、向っていく。
・教師と一緒に遊んだり一人で遊んだりすることが多かったが、アイス屋さん、探検ごっこな
ど他児と同じ場で遊ぶことも少し見られてきている。
給食の様子
・偏食は強い。給食は白飯しか口にしない。希に汁物や果物、混ぜご飯を口にすることもある。
フォークを使用している。
・自分の椅子に座って、食べることは少なく、ブロックの上やホールにいくことが多い。
言葉 表出言語
・一語文を言う。見たもの、聞いたものを言葉にすることで、日常の語彙が増えてきている。
・「おみず、ビシャビシャ。」運動公園近くで「おさんぽ。」など幼稚園であったことをお家の
人に片言ながら話すようになってきた。
理解言語 ・教師に注意されても、怒られていることが分からない。「ごめんね」とオウム返しである。・他児や教師とのスムーズな会話は難しい。
チェックリスト面多動的行動 ・一斉活動の際、一緒にイスに座って行うことは難しいが、本児の気持ちが活動に向いたときに提示すると同じ活動内容を楽しめる。
自閉的行動
・友達と関係はもたないが、4～5 人ほど集まっている所を好む。同じ場にいる子と少しかか
かわりが合ったが、イメージの共有は難しい。
・避難訓練や園外保育の際は担任の手を握り、離れていくことはほとんどない。
総合的所見、
支援方針
・昨年度の担任を追い求めていることが多く、学級を行ったり来たりすることが多く見られた。
徐々に自分を助けてくれる人が誰か分かってきたようで、副担任の姿を求めるようになって
きた。
・親の願いは、少しずつ集団行動もできるようになってもらいたいことである。
第 2 回事例検討会（2014.10.27）
園生活
全体の様子
・帰りの着替えは、最初は声を掛け、着替えに促すが着替えに行きつかないので、教師が全面
的に着替えさせる時もある。
・帰りの着替えの時に靴下を自分の後ろに隠して、履こうとしなかった。教師が後ろから靴下
を取り履かせようとするとその靴下を取り、もう一度隠す。「いやー」と言ったり逃げたり
するのではなく、履きたくないという気持ちの表し方のひとつなのか、服をわざと後ろに隠
すということをして、第三者の教師を意識している様子が見られてきた。
・朝、教師を見つけ、近くに来て、「たかみせんせおはよ」と挨拶を交わす。本児から歩み寄
り挨拶をするようになってきた。教師が一緒に遊んでくれたり、手伝ってくれたりすること
が分かって意識しだしたのだと思われる。
遊びの様子
・今まで虫への興味があっても「かわいいねー」と言っているだけで怖がっていたが、虫取り
をしている友達を見て、丸まったダンゴ虫を手に取った。図鑑を片手に持ちながら、飼育し
てあるコオロギやバッタのページを指差しながら見るようになった。
・ダンスの練習。ペットボトルを持って音楽に合わせて叩くのを楽しむ。
・他児が砂場でケーキを作るのを見て、教師が「おいしそうだね」と声を掛けると同じような
ケーキを作り始めた。同じように枝でろうそくを立てて、「はっぴばーしゅでー」を歌って
遊んだ。
給食の様子
・年少の子が畑のきゅうりを食べているのを見て、前担任からシソのふりかけの付いたキュウ
リをもらい食べた。
・給食のときも自然と部屋に入ってきて座るようになってきた。給食の準備や後片付けなど、
何かできた時にはできたことをほめるようにした。
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言葉 表出言語
・教師が「どんな虫さん知ってるかな？」と聞くと知っている虫の名前を言い出す。「バッタ」
「コオロギ」「かぶとむし」「ダンゴ虫」「くわがたむし」
・金魚の水槽の前で教師の手をつかみ「みてみなしゃい」と水槽を見るように伝えてくる。
理解言語 ・動物図鑑をテーブルにもってきて、隣の子に本児が図鑑の写真を「これ」「ん」と言いながら指をさすと、隣の子が「バッタだよ」「ぞうだよ」と友達とやり取りをする姿があった。
チェックリスト面多動的行動
・保育室から出て、自分一人でホールにいることが少なくなってきている。園長を見つけると
自分のクラスに逃げ帰る姿が見られてきた。
・集会などで列に並んでいることが困難で、ウロウロと歩き回ったり、窓の方に行って寝そべっ
ていることが見られる。
自閉的行動
・友達と関係はもたないが、4～5 人ほど集まっている所を好む。同じ場にいる子と少しかか
かわりが合ったが、イメージの共有は難しい。
・避難訓練や園外保育の際は担任の手を握り、離れていくことはほとんどない。
総合的所見、
支援方針
・担任との打ち合わせや声掛けなど話す機会を意識する。
・帽子をとったりしまったり、靴をはいたりしまったりしたときに、「できたね。タッチ」と
ほめてタッチをする。
・給食の準備や後片付けなど、何かできた時にはできたことをほめる。
・本児の所在を確認し、安全面への配慮をしながら行動を見守り、援助が必要な時は、関わる。
第 3 回事例検討会（2014.11.7）
園生活
全体の様子
・最初は、ズボンとパンツを全部脱いでいたが、一人でする時は下を全部脱ぐが、教師がかか
われる時は、ズボンとパンツを下ろすだけでできるようにかかわっている。時々、女子用の
トイレに入ることもある。
・以前は朝と帰りの着替えは促せば一緒にできたが、10 月後半から促しても嫌がる姿がある。
気持ちが着替えに向くまで副担任に付き添ってもらい、気持ちが向いた時に着替えを一緒に
している。裸足でいることが多くなった。
・教師に注意されることを楽しんでいるのか、いたずらをして教師に微笑む姿が見られる。
遊びの様子
・保育室にある金魚や昆虫の図鑑に興味をもち、教師を呼んで伝える姿が多くなってきた。指
差しもはっきりとしてきて、教師の名前を呼んで、手を引いていく姿がある。
・教師や他児が遊んでいる姿を見て、模倣するようになった。お医者さん、救急車に乗るなど
のごっこ遊びのような感じとなる。他児と同じ場にいるが、かかわりはまだ見られない。
・他児が遊んでいる所にかかわっていくが、ブロックを崩したり落としたりする姿がある。
・はさみを使うことに興味を持ち始めている。製作コーナーにある毛糸や折り紙を切る姿や、
ハサミを持っている姿がある。
・絵本を読んだり、ままごとコーナーをぐちゃぐちゃにしたり、ミニカーで遊んでいるなどの
状態から集会や一斉活動中など保育室にいられるようになった。
給食の様子
・週の初め（月・火）は、身支度もスムーズにすることができ、給食もたくさん食べるが、週
末に近づくにつれ疲れからか、スムーズにいかなくなる。
・教師が促すと自分で給食の準備をして、食べ始めることができるようになってきた。その時
の気分なのか、混ぜご飯でも食べる時がある。汁物も持たせると飲むようになった。おかず
の入っている容器の準備はするが、蓋は決して開けない。教師が蓋を開けるだけで、椅子か
ら離れてしまう。
言葉 表出言語
・発する語彙が増えてきた。（「ハロウィンパーティー」「カマキリいない」「きんぎょさん	か
わいいね」「きゅうきゅうしゃ」「わかった」「はい」「バイバイ」「またね」「きたぁ」）など。
・嫌なこと、嫌いなことがあると「いやー」「たすけてー」「いいよ（要らないよ）」とはっき
りという。
理解言語 ・教師が伝えることを理解して行動できるようになった。（手紙をしまう、コップを出す）
チェックリスト面多動的行動 ・クラスにいられるようになってきてはいるが、まだまだマンツーマンでのかかわりは欠かせない。
自閉的行動
・自分の見ている昆虫の本を他児に見せる姿が見られた。	
・本児がミニカーで遊んでいる時に他児が来ると押して拒むが、その他の遊びに他児が来ても
拒まず、一緒にいられるようになってきている。
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総合的所見、
支援方針
・クラスの友達が本児に対して助ける姿が見られてきているので、本児が「ありがとう」と言
葉で伝えることで、クラスの友達が本児に優しく接する姿が増えていくようにしていく。本
児が他児の邪魔をした時には、邪魔された他児に対して一緒に遊びたかったこと、面白そう
だと思っていることを教師が伝えていく。本児が落ち着いて活動している時は周囲の教師は
見守ってもらい、援助してほしい時は担任が声をかけ、副担任がつく。毎日の本児の様子を
伝えるだけでなく、教師が行っているかかわりや援助のことを教師の意図も含め伝えていく。
・家庭での様子を積極的に尋ね、本児のことを一緒に見ていくことを伝えていく。できたこと
も、できなかったことも本児を分かっていくための情報であることを伝えていく。
第 4 回事例検討会（2015.1.7）
園生活
全体の様子
・排泄は自立している。ウンチもしていた。教師が後始末を確認する。
・以前とは違い、帰りの準備を嫌がることが増えた。自宅では母親に着替えさせられるのが嫌
で、自分で着替えたくなってきている。
・クリスマス会当日は担任と一緒に落ち着いて参加することができた。集会があるとクネクネ
してしまう。教師のところでクネクネしているのは見苦しいので、椅子を持ってきて座らせ
るようにする。そして、少しずつその場にいる時間を増やしていくようにしたところ、座っ
ている姿勢は悪いが、居られるようになってきている。
遊びの様子
・雑巾がけ、掃除機、積み木を積むなど師や他児のやっていることを見て模倣する動きがある。
・言葉が増えたことで言葉を添えながら遊べるようになってきた。
・他児の遊びに興味が出てきたのか、他児が遊んでいるところに行くが、組み立てているもの
などを壊してしまう。
・はさみを折り紙や毛糸などを切ると集中して取り組む。切ったものがどのくらい貯まったの
かが見えるように入れ物に入れておく。のりを嫌がるので、代わりに両面テープやスティッ
クのりなどを使ってみる。
給食の様子
・給食はナプキンを準備し、椅子に座って食べる。3学期は、家庭と連携し幼稚園でも箸を使
いはじめる。おかずを皿に盛り、見える状態でテーブルに並べるが、それが嫌なようでテー
ブルの上にも置くのを許さず、「いやー」といって怒る。白いご飯とお汁は食べ、おかずは
食べない。
・教師との取引ができる。ケーキをあげる代わりに野菜を食べた。5月に園長と 1回できたが、
他の教師でもできるようになっている。
言葉 表出言語
・語彙が増えた。「クリスマス　サンタさん　きたねー」「みてみなしゃい」「げらげらぽー」
・嫌な時には「いやー」「いいよ」と言えるようになった。
・その場に合わせた言葉を使う。幼稚園に保護者や来客があると、「どーもー」と言ったり、
帰るときには「さようなら―」「またねー」と言ったりする。
理解言語
・教職員が写真撮影でカメラを持ってきていた。カメラを向けるとピースをした。写真撮影の
状況などがわかる。家では幼稚園のことを話しているようで、幼稚園で何をしてきたのかわ
かる。
チェックリスト面多動的行動
・職員室へ出入りをして興味のあるもの、手の届くものを触ったり、引き出しを開けて物をだ
したりする。
・またがることのできるところや教師におんぶをした時などに、腰を振ることが以前より見ら
れるようになった。チンチンを床や壁に押し付けて快感を得ている感じである。見た目が悪
いので見つけたらすぐに止めるようにくすぐりなどの身体接触などをし、働きかける。
自閉的行動
・周囲の環境や教師、自分以外の他者を感じていることが多くなった。
・図鑑を持ってきて、他児に図鑑の写真を指差し、話しながら教えるような姿がみられる。人
に見てもらいたい→他者を意識できる。他児が作ったものを壊してしまい、怒られている。
総合的所見、
支援方針
・親が困っているのは、トイレの際の脱ぎ方であり、トイレに行くときズボンを全部脱ぐ。ト
イレ（理想は便器の前）でズボンを降ろして排泄ができるように促していく。ごはんのとき
の立ち歩く行動もみられる。
・冬休み中に温泉、スキーを楽しんだ。買い物にも連れていく。
・床屋は行かず母親が切っている。他人にやってもらう、触られる経験で、我慢することを感
じていくようにする。
・歯医者では口を開けるようになった。歯科指導で歯科衛生士の指導を受けてから、食後に自
分で歯磨きを積極的にするようになった。
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Table 5　A くんの第 5 回事例検討会
第 5 回事例検討会（2015.2.20）のまとめと次年度に向けて
正担任
・年長組への進級を考え、身支度を自分でできるようになることやクラスの友達と一緒に居られ
るように考え、取り組んできた。
・本児が面白そう、楽しいと思えるように話しかけ、その遊びや物を提示した（ミニカー、絵の
具、ダンボールカッター、ぬいぐるみの犬の耳、鉄砲、ドミノなど）。
・幼稚園で頼れる人の一人になれるように積極的に本人とかかわるように努めてきた。
副担任
・なるべく教室の空間で過ごしていけるように、ミニカーで遊ぶスペースのようなパーテーショ
ンの囲み部屋で、本児がいられるような環境をつくった。
・コミュニケーションを積極的にとる。そのために、挨拶や本児に対して「そうだね、〇〇だね」
と共感する言葉をかけ、できたときに手でタッチをしてきた。
・他児の遊びや、物を取ったりして、他児が怒ったときには、他児に対して言葉で謝らせるよう
にうながし、他児の気持ちのフォローもしてきた。
副園長
・担任、副担とのかかわりが同じであるように日々気づいたことを伝え合い、確認してきた。ま
た、状況をみながら母との関係を大切にするため必要以上にかかわらないようにした。
・本児に言葉で話し、伝えるときには、分かりやすい単語で伝えた。
・職員室で机の上のものに触る、ハンコを押したり、コピー機、印刷機を触ってみたりすること
が多く見られた。何でもダメではなく、様子を見ながら止めたりし、ダメなことを伝え、次第
に職員室に入れないという日もつくった。
その他周囲の教師
教頭
・日常の変化が、本児にとっては大きな育ちではないかと感じてきた。小さな変化をお家の方と
喜びあえるように、園であった小さな変化でも機会を見つけお母さんに伝えるようにしてきた。
・対応の仕方で悩むこともあった。教師間で悩みながら情報交換することが大切な気がした。
・本児が寝そべっていた時には、一緒に寝そべってみるなど同じ目線になることを試みた。同時
に理屈では伝わらないことを体験や状況で伝えられるような工夫が必要だと思ってきた。
前年度担任 ・園の中に楽しいこと、自分の居場所や好きな所が見つかるように本児を見守ってきた。・スキンシップを大切にし、できるようになったことをたくさん褒めてきた。
他学級担任
・進級当初は、毎日小さい組の部屋に来てプラレールを楽しんでいた。満 3歳の子が使うものと
は別に本児が一人で楽しめるように物を用意し、居心地のよい場所であるように、かかわって
きた。
・朝、帰り「おはようございます」「さようなら」など目を見ながら挨拶をするようにしてきた。
・何かしてはいけないこと（危ないこと）をしたときには、声色や表情を真剣に本児に伝えよう
とかかわってきた。
（６）第 5 回事例検討会（まとめ）
①　期日：2015 年 2 月 20 日
②　参加者：教員の 7 名。
③　内容：本年度の A くんの指導・支援につ
いてまとめた。
（ア）A くんの様子と指導・支援のまとめ
　これまでの取組から A くんの変化の様子を
事例検討会によって教員間で共通理解を進め、
その過程で個別の教育支援計画のあり方を模索
してきた。
　第 5 回目の事例検討会は、A くんのこれま
での変化について、これまでの取組について影
響を与えてきたらしき事柄をまとめた（Ta-
ble5）。
　さらに、より客観的に気になる行動特徴の変
化をみるために第 1 回目の 5 月当初に実施した
「気になる子どもチェックリスト」を 8 ヵ月後
に第 2 回目として 2 月に実施した。
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（イ）気になる行動特徴の把握（第 2 回目）
（a）期日：2015 年 2 月中旬
（b）材料：「気になる子どもチェックリスト」
（c）実施者：学級の正担任、副担任、副園長の
3 名。日常の幼稚園での行動観察した A くん
の行動について観察し、5 件法の評定によりそ
れぞれが実施した。
（d）結果
　正担任、副担任、副園長の「気になる子ども
チェックリスト」の結果はそれぞれ、Table6、
Table7、Table8 のとおりである。
Table ６　正担任の行動特徴の評定
行動特徴 合計点／総点 顕著率
トラブル（反社会的）
非社会的
自閉的
多動的
21／60
31／55
31／55
32／40
35％
56％
56％
80％
Table 7　副担任の行動特徴の評定
行動特徴 合計点／総点 顕著率
トラブル（反社会的）
非社会的
自閉的
多動的
25／60
34／55
31／55
26／40
42％
62％
56％
65％
Table 8　副園長の行動特徴の評定
行動特徴 合計点／総点 顕著率
トラブル（反社会的）
非社会的
自閉的
多動的
13／60
26／55
31／55
16／40
22％
47％
56％
40％
　以上の結果から、正担任の「気になる」評定
は、3 領域において 50％ 以上の顕著率がみら
れたが、自閉的行動では 67％ から 56％ に低下
していた。特に多動的行動に対して、5 月の
93％ から 80％ という高い顕著率ながらも低下
していた。
　副担任は、3 領域において 50％ 以上の顕著
率がみられたが、自閉的行動では 69％ から
56％ に低下していた。特に多動的行動に対し
て、80％ から 65％ に低下していた。
　副園長は、4 領域全てにおいて 50％ 以上の
顕著率がみられていたが、3 領域において 50％
以下に低下していた。自閉的行動に対して、
75％ から 56％ と大きく低下していた。
　次に 2014 年 5 月と 2015 年 2 月の「気になる
子どものチェックリスト」（全 42 項目）の各教
師の平均値を比較し、差の検定を行った（Ta-
ble9、Table10、Table11）。
Table 9　正担任の平均値
2014 年 5 月 2015 年 2 月 差
平均値
標準偏差
3.26
1.56
2.74
1.50
0.52　＊＊
（t値＝ 3.188、df ＝ 41、＊＊；p＜0.01）
Table10　副担任の平均値
2014 年 5 月 2015 年 2 月 差
平均値
標準偏差
3.19
1.11
2.76
0.93
0.43　＊＊
（t値＝ 2.802、df ＝ 41、＊＊；p＜0.01）
Table11　副園長の平均値
2014 年 5 月 2015 年 2 月 差
平均値
標準偏差
3.31
1.14
2.05
1.13
1.26＊＊＊
（t値＝ 8.481、df ＝ 41、＊＊＊；p＜0.001）
　以上の結果から、教師 3 名ともに「気になる」
行動特徴の度合いは低下してきており、A く
んの気になる行動特徴は 5 月当初に比較して 2
月には、有意に少なくなってきていることが明
らかになった。
　また、3 名の気になる行動特徴の顕著率を合
計 し て、5 月 と 2 月 を 比 較 し た（Table12、
FIG）。
Table12　気になる行動特徴の顕著率
行動特徴 5月→ 2月
Aトラブル（反社会的） 52％→ 33％
B非社会的 66％→ 55％
C自閉的 67％→ 56％
D多動的 81％→ 62％
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FIG.　気になる行動特徴の顕著率の変化
　以上の結果、A くんの行動が幼稚園生活で
気になる行動特徴の顕著率が低くなり、教師の
困り感の無い方向に変化してきていることは教
師 3 名ともに実感しているところであった。
　A くんの気になる行動特徴の変化を教師の
主観で述べるだけでなく、今回の「気になる子
どもチェックリスト」を変化の指標として取り
入れることによって、確かな A くんの行動の
変化と成長の様子と教師の支援の妥当性が教師
間で共有できた。幼稚園には、障害があるとは
いえないが、多くの気になる子どもの存在が指
摘されていることを考えれば、当初のスクリー
ニングとして教師認知の評価による「気になる
子どもチェックリスト」採用して実態把握を実
施し、具体的な支援を経て、その変化した気に
なる行動特徴を客観的にとらえられたことは、
子どもへの教師の支援と子どもの成長を考える
上で有効であったといえる。
（e）事例検討会での成果
　A くんの事例をとおして、個別の教育支援
計画について検討した。それは、5 回の事例検
討会で個別の教育支援計画の様式とその記録に
ついて協議し、具体的に A くんにとって適切
な支援の在り方というものを探ってきた。
　個別の教育支援計画に必要と思われる事柄に
ついては、「支援目標の設定」と「支援方法の
設定」と「支援の評価」が同じ枠組みの中で時
系列に記録するのがよいと思われた。
　また、A くんの具体的な支援については、
表出言語が増え、理解できる言語も増えてコ
ミュニケーションの仕方がスムーズになってき
た。これは、指差しなどが出てきたことと関係
があると思われた。指差しと共同注意との関係、
指差しと言葉の語彙が増えてきたことが、教師
の支援とどのようにかかわっていたのかを、さ
らに発達的な視点でとらえてみることが必要で
あることが挙げられた。そして、園全体をとお
して教師集団が A くんへの受容的な態度によ
る支援を心掛け、コミュニケーションのつまづ
きからくる問題行動がでないように全教師の共
通理解のもとで丁寧なかかわりで支援にあたっ
てきた。そのことは、A くんの困り感をなく
するかかわり方、A くんに教師が共感して、
自ら育とうとする力を認めるような態度で見
守ってきたといえる。いわゆるこれらは教師の
受容的な指導態度といえるものであり、受容的
態度のかかわり方が、A くんにとって気持ち
が安定し、幼稚園という環境が育ちやすいもの
となっていたと考えられた。教師の受容的態度
が、子どもとの教育的関係をつくり、信頼感が
芽生え、精神を安定させ、育ちを促進すると思
われた。教師の受容的な指導態度が子ども支援
の基本であることが教師間で確認できた。
（f）課題
　今回、気になる子どもの育ちを考えるに当
たって、教師からとらえた「気になる」行動特
徴の変化を一つの育ちの指標と考えた。さらに、
個別の教育支援計画の記録の仕方と記録のあり
方を検討してきた。その結果、今後は「支援目
標の設定」と「支援方法の設定」と「支援の評
価」が時系列に記入できる様式の検討をしてい
きたい。さらに、1 年という期間のなかで子ど
もの行動が変容したことは、育ちの一つと考え
られるが、教育的には行動の変容をもたらした
子どもの心の育ちを考察していくことも大切だ
と思われた。子どもの育ちを教師が感じた時に、
その育ちは支援とどのように関係しているの
か、子どもの育ちから心の成長の変化をどのよ
うにとらえたらいいのか、心の育ちと行動の変
化の視点と個別の教育支援計画の支援方法、評
価の記録の仕方などを検討していきたい。
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まとめ
　個別の教育支援計画は最初に計画があるので
はない。それは、4 月に担任として子どもたち
と出会って、最初に感じた「気になる」行動特
徴と付き合い、あれこれ考える子どもの行動理
解から始まる。そして、約 1 ヵ月間かけて子ど
もの困り感や友だち同士の困り感、教師の困り
感などの教育的ニーズを探っていき、周囲の
A くんに対する「願い」がでてきて、どうに
かよい方向に進みたいという支援、実践の取組
が、個別の教育支援計画として記録され、次の
ステージへと引き継がれていくことだと思われ
る。
　また、幼稚園として個別の教育支援計画の作
成について取り組むことで、個別の教育支援計
画の全体的な要素である、「計画（Plan）」－「実
践（Do）」－「評価（See）」－「次への取組
（Action）」の支援サイクルを教師間で確認する
ことができた。子どもの行動特徴の実態把握を
する上で「気になる子どもチェックリスト」を
採用したことは有効であった。これによって、
子どもの気になる行動特徴のスクリーニングか
らその後の支援と行動特徴の変化を考察する上
で有効であった。今後、個別の教育支援計画を
作成するにあたり、子どもの実態把握や教育的
ニーズを把握する手段として、今回、採用した
「気になる子どもチェックリスト」は有効であ
ると思われた。
　以上、「気になる子ども」A くんの事例をと
おして、教員間で指導・支援の記録のあり方、
今後の課題などについて検討でき、個別の教育
支援計画の有用性を共通理解することができた。
今後の課題
　気になる子どもに対する個別の教育支援計画
の作成をとおして共通理解できた様式や記録の
取り方、支援の要点などを幼稚園として共通理
解できた事柄について、今後は特別な配慮を必
要としていると思われる幼児に対しても作成し
ていく必要があると考えられた。また、本児に
指差しが始まったことにより、行動に変化が生
じてきたことなど、指差し、共同注意、言語発
達等について、子どもの行動と心の成長の問題
の議論を深め、子どもの育ちとして重要トピッ
クとしてのとらえが必要であると思われた。
　さらに、親との話し合いの持ち方、アカウン
タビリティ（合意）の問題等については、今後
の課題であると思われた。そのためには、巡回
指導や 3 歳児検診などの実施機関など外部との
関係機関と連携していくことが求められる。そ
の場合、あくまでも親の心情を理解しながら幼
稚園として寄り添っていくことが大切であると
考えられた。
　今後も、よりよい個別の教育支援計画の在り
方を検討し、気になる子どもの育ちに対する教
師間の共通理解をすすめていきたい。
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APPENDIX 1（1/3）岩手県教育委員会（2009）の例示する個別の教育支援計画
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Study（1）of an individual educational support plan in a kindergarten：
Child's case showing behavioral characteristics of 
autistic spectrum disorder and ADHD
Shigeyuki SHIMANO・Yuko KASHIWADA・Yoko HIROSE・Madoka MIKAMI・
Shintaro TAKASHIMA・Miko SASAKI・Takafumi SASAKI
  The purpose of this research is to make an individual educational support plan for each 
child in a kindergarten and to review the implementation of educational activities made to sup-
port each child showing behavioral characteristics of autistic spectrum disorder and ADHD. To 
do so, the teaching and support of child A, having autistic and hyperactive behavioral character-
istics in kindergarten, are picked out as one case. Child A has been taught and supported for 
one year ; thereby, it is possible among teachers to commonly understand making an individual 
educational support plan for each child. Special consideration is required for the child.　Then, it 
is possible to clarify a way to support child A and his/her grown parts.
  By making the individual educational support plan for kindergarten, it is possible 
among teachers to review, every element of the individual educational support plan, the support 
cycle : 「Plan」-「Do」-「Check」-「Next Action」. Further, by this case, it is possible among 
teachers to commonly understand how to record teaching and support, further problems, and 
the effectiveness of the individual educational support plan.
 Key wards：kindergarten, Individual educational support plan, dfficult child
   Support cycle : P-D-C-A
